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 沖縄女子短期大学と連携し、公私立幼稚園教諭、こ

ども園保育教諭、保育所(園)保育士、臨時的任用教諭、

特別支援員等を対象に幼児教育自主講座を実施しまし

た。実技演習を通して指導力の向上、保育の質の向上

を図ります。参加者は久しぶりの対面講座を楽しみ、

有意義な時間を過ごしていました。 

【参加者の感想】 

○リラックス法を実践し、子ども達に対して行動のメ

リハリ(静と動の活動)、腹式呼吸や声かけ(イメージ)

での気持ちのリセットを実践していきたいです。 

○久しぶりに実技研修に参加できて楽しかったです。

季節に合ったサンタの制作で、すぐ園に持ち帰り職

員に伝えたいです。子ども達の発達に合わせ、工夫

しながら取り入れてみたいと思いました。 

１２月の主な予定 

１ 木 
指導講師連絡会・検討会～12/5 

(しののめ教室)教育相談～12/5 

２ 金 

琉球舞踊クラブ⑤ 

(しののめ教室)体験活動交流 

小中学校学習評価研修会 

６ 火 
琉球舞踊クラブ⑥発表会 

幼児教育自主講座③ 

９ 金 適応指導教室合同書道教室 

13 火 (しののめ教室)県立図書館見学 

14 水 所内検討会③（指導案） 

15 木 
しののめ教室入室判定会議 

ドキュメンテーション集会議 

16 金 大清掃 

20 火 ミーティング 

28 水 仕事納め 

 

 中学校社会の研究協力員による公開授業・授業研

究会を実施しました。「主体的・対話的で深い学び」

に関する授業提案を通して、域内小・中学校における

授業改善につなげています。 

幼児教育自主講座 

研究協力員公開授業 

対面・ｵﾝﾗｲﾝ併用でサンタ制作 

 11 月１日(火)し尿処理施設「清澄苑」、東部環境美化

センターを見学しました。どちらも私達の生活に必要不

可欠であり、本研修を通して一市民としての環境に対す

る当事者意識や、子どもたちへの教育の重要性を実感し

ました。 

【研究員の感想】 

○し尿処理施設は、私達の生活の中で欠かせない役割を

果たしていることを改めて感じました。処理した水を

海に放流するだけでなく、農業用水として活用する取

り組みや、処理して出た汚泥を活用してたい肥を提供

する仕組みなど、世界で掲げている SDGｓに向けて

の取り組みとして、とてもよいサイクルだと感じまし

た。 

○一人ひとりがゴミを出さない意識(３R の意識)をもっ

て生活しなければいけない。私自身も家庭からでるご

みを減らす工夫を実践していきたい。 

○ゴミには多額の税金がかかることから、私達ができる

こと、やるべきことをしっかりと子どもたちに伝えて

いくことが大切であると感じました。清澄苑や東部環

境美化センターに共通していることは、将来を見据え

て、地域や子どもたちに向 

けてのメッセージ性がある 

ことです。将来の環境をよ 

いものにするため「教育」 

が効果的で、近道であると 

感じました。 

対面講座でリラックス法 

 

所外研修(組合関連施設見学) 

南風原中学校＜上地義朗先生＞ 

２学年「武士による全国支配の完成」 

「なぜ薩摩侵攻後も（琉球は）独自の文化を発展さ

せることが出来たのだろう？」のめあてを確認後、

google slidesを活用しグループで協力してスライ

ドを作成、発表につなげていました。 

豊見城中学校＜宮城亮彦先生＞ 

３学年「貨幣の役割と金融」 

授業展開で「キャッシュレス化に賛成？反対？」を

問い、一人一人が自分の考えをアウトプットしていま

した。その後、オクリンクで提出した意見を全体共有

し、貨幣の役割を確認していました。 

伊良波中学校＜上里優斗先生＞ 

３学年「地方公共団体の課題」 

 「持続可能な豊見城市の実現の為にどうすれば良

いだろうか」を問い、オクリンクを活用し課題を追求

後、対話を通して深い学びにつなげていました。 


